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第
１
回
目
を
８
月
４
日
の
県

北
ブ
ロ
ッ
ク
を
ス
タ
ー
ト
に

８
月
　
日
の
県
南
ブ
ロ
ッ
ク

20

ま
で
、
県
内
６
か
所
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、

感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、

会
議
室
の
大

き
さ
を
確
保

し
、
参
加
人

数
を
制
限
し

　
人
規
模
で

30開
催
し
て
い

ま
す
。
第
１

回
は
、
「
自

治
労
運
動
と

JCO臨界事故21周年集会
日　時 ９月26日（土） 
 13時30分～15時30分
場　所 ザ・ヒロサワ・シティ会館小ホール
内　容 ・報告：「JCO臨界事故を語り継ぐ」
 ・特別報告：「東海第２原発の再稼働問題」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
名
古
屋

市
で
開
催
予
定
の
自
治
労
本

部
第
　
回
定
期
大
会
の
対
面

93

で
の
開
催
を
断
念
し
、「
書

面
審
議
」と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
質
疑
討
論

の
機
会
確
保
や
賛
否
確
認
の

透
明
性
な
ど
の
民
主
的
手
続

き
の
観
点
か
ら
、
８
月
　
日
26

に
代
表
代
議
員
会
議
を
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
　
県
本
部
は
、
単
組
代
表
者

い
て
意
見
集
約
を
行
っ
て
い

き
た
い
」と
述
べ
た
あ
と
、

人
事
院
勧
告
に
触
れ
、「
人

事
院
は
月
例
給
の
民
調
を
８

月
　
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で

17

30

調
査
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
勧
告
は
　
月
末
か
　

10

11

月
に
入
っ
て
か
ら
が
予
想
さ

れ
る
。
月
例
給
は
引
き
下
げ

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
、

一
時
金
は
減
額
が
避
け
ら
れ

単
組
代
表
者
会
議
開
く

ら
９
月
　
日
ま
で
実
施
す
る

30

と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　
調
査
内
容
は
、
①
４
月
分

初
任
給
月
額
、
②
４
月
分
所

定
内
給
与
月
額
（
月
例
給
の

民
間
と
の
比
較
の
基
礎
と
し

て
、
役
職
、
年
齢
、
学
歴
等

従
業
員
の
属
性
、
４
月
分
の

決
ま
っ
て
支
給
す
る
給
与
総

額
と
そ
の
う
ち
の
時
間
外
手

当
額
、
通
勤
手
当
額
）－

に
つ
い
て
調
査
を
行
う
と
し

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

を
未
定
と
し
て
い
た
民
間
給

与
実
態
調
査
の
月
例
給
の
調

査
に
つ
い
て
、
８
月
　
日
か

17

　
人
事
院
は
、
公
務
員
連
絡

会
に
対
し
、
賞
与
等
の
調
査

を
先
行
し
調
査
実
施
時
期
等

人
事
院
が
月
例
給
調
査

単組代表者会議であいさつする千歳委員長

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
公
務
員

連
絡
会
は
、
「
調
査
完
了
に

向
け
て
人
事
院
と
し
て
最
善

の
努
力
を
す
る
こ
と
。
給
与

勧
告
を
通
じ
て
公
務
員
に
適

正
な
処
遇
を
確
保
す
る
こ
と

が
人
事
院
の
果
た
す
べ
き
役

割
で
あ
り
、
勧
告
に
向
け
て

は
、
公
務
員
連
絡
会
と
の
十

分
な
交
渉
・
協
議
、
合
意
に

基
づ
く
対
応
を
求
め
る
」
と

の
要
請
を
行
い
交
渉
を
終
え

ま
し
た
。

会
議
を
８
月
　
日
、
自
治
労

21

会
館
で
開
き
、
代
表
代
議
員

会
議
で
審
議
さ
れ
る
予
定
の

「
当
面
の
闘
争
方
針（
案
）」に

臨
む
態
度
に
つ
い
て
討
論
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
千
歳
委
員
長
は

「
こ
の
会
議
で
、
ウ
ェ
ブ
会

議
と
な
っ
た
代
表
代
議
員
会

議
と
全
労
済
自
治
労
団
体
生

命
共
済
の
抜
本
的
改
正
に
つ

な
い
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

る
」と
状
況
を
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
賃
金
確
定

闘
争
に
向
け
て
、「
下
が
る

こ
と
を
許
容
す
る
だ
け
で
な

く
、
改
善
し
た
い
要
求
を
掲

げ
勧
告
を
上
回
る
回
答
を
引

き
出
す
取
り
組
み
を
強
め
て

ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し

た
。
　
次
に
、
　
月
7
日
に
開
催

10

す
る
こ
と
に
な
っ
た
本
部
臨

時
大
会
の
決
定
な
ど
の
経
過

報
告
と
協
議
事
項
の「
代
表

代
議
員
・
議
案
の
概
要
と
臨

む
に
あ
た
っ
て
」
を
生
井
澤

書
記
長
が
提
案
。
代
表
代
議

員
会
議
に
臨
む
に
あ
た
っ
て

は
、
①
第
１
号
議
案
の
当
面

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医

ようこそ自治労へ

日　時 ９月12日（土）
 開会 13：00～16：30
場　所 ホテルテラスザガーデン水戸
 水戸市宮町1－7－20
 （水戸駅南口直結）
内　容 講義①「自治労共済」について
　　　　　講義②「自治労ってなに？」
 講義③「女性が働き続けるために」
 質疑
 まとめ

の
闘
争
方
針（
案
）に
つ
い
て

は
、
各
県
本
部
の
意
見
を
踏

ま
え
、
県
本
部
内
の
課
題
を

共
有
化
す
る
こ
と
と
し
、
各

県
本
部
の
発
言
状
況
、
本
部

答
弁
を
見
極
め
な
が
ら
意
見

反
映
を
行
う
。
②
そ
の
他
の

議
案
等
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
「
賛
成
」
の
態
度
と
す

る
―
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
全

体
の
拍
手
で
承
認
し
ま
し

た
。
　
こ
の
ほ
か
「
自
治
労
団
体

生
命
共
済
の
抜
本
改
正
に
つ

い
て
（
組
織
討
議
・
補
強
修

正
案
）
」
を
自
治
労
共
済
茨

城
県
支
部
花
岡
事
務
局
長
が

提
案
し
、
全
体
の
拍
手
で
承

認
し
ま
し
た
。

～新入組合員労働学校～

公
務
員
連
絡
会
へ
見
解
示
す

８月５日の水郡ブロック活動者学校

　
２
０
２
０
年
度
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
者
学
校
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
を
考
慮
し
開
催
を
延
期

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

私
た
ち
の
課
題
」
を
テ
ー

マ
に
千
歳
県
本
部
委
員
長

が
講
演
。
と
く
に
、
組
合

員
の
声
を
取
り
上
げ
、
要

求
し
、
交
渉
す
る
組
合
活

動
の
基
本
活
動
や
賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
を
柱
と

す
る
課
題
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
９
月
１
日
か

ら
　
日
ま
で
「
助
け
合

10
い
・
じ
ち
ろ
う
の
共
済
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
自

治
労
共
済
茨
城
県
支
部
花

岡
事
務
局
長
が
講
義
し
ま

す
。
多
く
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

組合活動と課題を学ぶ
ブロック活動者学校開く

人
勧
期
闘
争
は
こ
れ
か
ら

公
務
員
連
絡
会
が
要
求
書

　
公
務
員
連
絡
会
は
、
８
月

５
日
、
一
宮
人
事
院
総
裁
と

交
渉
を
実
施
し
、「
２
０
２

０
年
人
事
院
勧
告
に
関
わ
る

要
求
書
」を
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
求
内
容
は
、
給
与
改
定

勧
告
に
当
た
っ
て
は
、
公
務

員
連
絡
会
と
の
交
渉
・
協
議
、

合
意
に
基
づ
き
行
う
こ
と
を

求
め
る
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
超
過
勤
務
、
休
暇
等
の

措
置
の
検
証
と
必
要
な
労
働

条
件
等
の
改
善
な
ど
が
主
要

課
題
で
す
。

　
公
務
員
連
絡
会
は
、「
今

後
、
交
渉
で
の
前
向
き
な
対

応
を
求
め
る
と
と
も
に
、
提

出
し
た
要
求
書
に
対
す
る
最

終
的
な
回
答
を
総
裁
か
ら
お

願
い
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
一
宮
人
事

院
総
裁
は
、「
要
求
は
確
か

に
受
け
取
り
ま
し
た
。
本
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
民

間
給
与
実
態
調
査
の
日
程
に

も
影
響
が
生
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
人
事
院
と
し
て

は
、
国
会
と
内
閣
に
対
し
て

必
要
な
勧
告
・
報
告
を
行
う

と
い
う
国
家
公
務
員
法
に
定

め
ら
れ
た
責
務
を
着
実
に
果

た
し
て
い
く
所
存
で
す
。
本

年
の
勧
告
に
向
け
、
要
求
さ

れ
た
課
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
応
え
ま
し
た
。

　
人
事
院
勧
告
を
巡
る
状
況

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

中
、
勧
告
時
期
の
大
幅
遅
れ

な
ど
異
例
の
状
態
が
続
き
ま

す
。
ま
た
、
急
激
な
経
済
情

勢
・
企
業
業
績
の
悪
化
を
受

け
て
、
民
間
の
賃
上
げ
は

額
・
率
と
も
、
昨
年
同
時
期

比
で
微
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
一
時
金
は
、

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
す
べ
て
の
単
組
が
賃
金
改

善
に
向
け
勧
告
を
上
回
る
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

駅
悦
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詠
詠
詠
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詠

本
部
方
針
に
賛
成
で
臨
む
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
は
業
務
量
の
増
大
な

ど
私
た
ち
の
職
場
に
も
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
「
働
き
方
改

革
関
連
法
」が
成
立
し
ま
し

た
が
、
労
働
時
間
の
短
縮
、

年
休
の
完
全
取
得
な
ど
真
の

働
き
方
改
革
は
労
働
組
合
の

力
で
実
現
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
県
本
部
青
年
部
・
女
性
部

は
８
月
　
日
、
自
治
労
会
館

22

で
第
　
期
労
働
学
校
を
開
き

37

「
働
き
方
改
革
」を
テ
ー
マ

に
学
習
し
ま
し
た
。

　
下
山
田
青
年
部
長
の
あ
い

青年女性労働学校で講演する松上講師

コ
ロ
ナ
禍
の
働
き
方
考
え
る

さ
つ
に
続
き
、「
コ
ロ
ナ
感

染
下
の
職
場
状
況
は
ど
う
変

わ
っ
た
か
」
に
つ
い
て
那
珂

市
職
と
常
陸
太
田
市
職
の
２

単
組
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
　

　
次
に
、「
働
き
方
改
革
を

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

主
の
義
務
と
な
り
ま
し
た（
中

小
企
業
で
は
２
０
２
２
年
４

月
１
日
か
ら
）。
パ
ワ
ハ
ラ
を

含
む
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義

は
個
々
の
認
識
の
差
が
大
き

く
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
明
文
化
さ
れ
た
こ
と

で
パ
ワ
ハ
ラ
を
判
断
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

判
断
の
難
し
さ
が
残
る
の

が
、
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
で
す
。

　
叱
り
方
や
怒
り
方
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
個

人
レ
ベ
ル
で
学
ぶ
こ
と
が
大

切
。
日
頃
、
感
情
表
現
が
不

適
切
に
な
り
が
ち
な
方
は
そ

う
し
た
努
力
を
試
み
ま
し
ょ

う
。

で
す
。
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
か
ら
医
療

現
場
が
ひ
っ
迫
し
て
い
ま
す

か
ら
、
よ
り
心
配
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
身
不

調
は
、
若
い
世
代
に
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
新
入
社
員
や
そ
れ
に
近
い

人
た
ち
が
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
で
す
。
こ

れ
は
「
上
か
ら
の
強
制
（
命

令
）に
よ
る
長
時
間
労
働
」

と
い
う
「
働
か
さ
れ
方
」
が

根
強
く
残
っ
て
い
る
の
が
原

因
で
し
ょ
う
。

　
今
年
の
６
月
か
ら
、
大
企

業
で
は
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
事
業

は
、
医
師
、
看
護
師
の
人
手

不
足
が
常
態
化
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
長
時
間
労

働
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
原
因
だ
と
思
い

ま
す
。

　
専
門
職
と
し
て
の
ス
ト
レ

ス
の
高
さ
か
ら
、
追
い
つ
め

ら
れ
て
し
ま
う
人
も
多
そ
う

る
と
、「
医
療
・
福
祉
」４
２

６
件
、「
製
造
業
」３
５
２

件
、「
卸
売
業
、
小
売
業
」２

７
９
件
の
順
で
多
く
、
年
齢

別
で
は「
　
～
　
歳
」６
３
９

40

49

件
、「
　
～
　
歳
」５
０
９

30

39

件
、「
　
～
　
歳
」４
３
２
件

20

29

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
関
係
の
数
が
多
い
の

　
昨
年
、
長
時
間
労
働
や
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
強
い
ス
ト
レ
ス

が
原
因
で
精
神
障
害
に
な

り
、
労
災
を
申
請
し
た
人
は

２
０
６
０
人
―
。
こ
れ
は
過

去
最
多
で
す
。
労
災
認
定
さ

れ
た
の
は
５
０
９
件
で
こ
ち

ら
も
最
多
で
し
た
。

　
請
求
件
数
を
業
種
別
で
み

医
師　

山　

本　

晴　

義

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っていま
す。労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談くださ
い。自治労茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
　　　　水戸市南町３丁目４番５７号
　　　　水戸セントラルビル３階
　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　電話　029－224－5150　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事
務所に直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談
は、個別事案ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以
降は所定の報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うこ
とになります。

す
す
め
よ
う
～
コ
ロ
ナ
後
の

働
き
方
と
は
～
」と
題
し

て
、「
月
刊
労
働
組
合
」
編

集
長
の
松
上
隆
明
さ
ん
が
講

演
し
ま
し
た
。

　
松
上
さ
ん
は
、「
今
の
職

場
は
働
く
者
の
立
場
に
立
っ

て
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
実
施

し
て
い
る
の
か
」、「
年
休
・

病
休
な
ど
安
心
し
て
休
め
る

職
場
に
な
っ
て
い
る
の

か
」、「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅

勤
務
な
ど
が
労
働
基
準
法
の

骨
抜
き
に
な
っ
て
い
な
い

か
」な
ど
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
が
労
働
者
の
権
利
侵
害

に
な
ら
な
い
よ
う
、
点
検

し
、「
今
が
労
働
組
合
の
出

番
で
あ
る
」こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
４
名
か
ら

「
組
合
の
力
を
強
め
る
方
法

に
つ
い
て
」、「
時
差
出
勤
を

浸
透
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
」、「
年
休
取
得
率

を
高
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」
と
い
っ
た
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
下
山
田
青
年
部
長

が
、
全
体
集
約
を
行
い
、
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
労
働
学
校

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

涸
沼
沿
岸
を
清
掃
活
動

水
辺
に
ふ
れ
あ
う
つ
ど
い

2020

　
自
治
労
は
、
健
全
な
水
循

環
を
進
め
、
水
は
公
共
の
も

の
で
あ
る
こ
と
や
、
公
営
で

の
運
営
の
意
義
を
広
く
住
民

に
訴
え
る
場
と
し
て
、「
自

治
労
水
週
間
」
を
実
施
し
、

今
年
で
　
回
を
迎
え
ま
す
。

36

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
お
い
し

い
水
で
い
つ
も
幸
せ
」で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
県
内
の
水
道
職
場
の

仲
間
で
つ
く
る
県
本
部
公
営

企
業
評
議
会
は
８
月
１
日
、

茨
城
町
・
網
掛
公
園
で「
水
辺

に
ふ
れ
あ
う
つ
ど
い
」を
実

施
し
、　
人
が
参
加
し
ま
し

20

た
。
　
は
じ
め
に
、
横
町
県
本
部

公
企
評
議
長
が
水
問
題
の
重

要
性
を
訴
え
た
あ
と
、
参
加

者
は
炎
天
下
の
中
、
涸
沼
沿

岸
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
水
を
巡
っ
て
は
、
近
年
頻

発
す
る
自
然
災
害
に
お
け
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
水

道
法
改
正
に
よ
る
水
道
事
業

の
民
営
化
の
動
き
な
ど
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
水

は
公
共
の
財
産
と
し
て
大
切

に
守
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

青
年
女
性
労
働
学
校
を
開
催


